大阪産業経済リサーチセンター、28年12月

	経済情勢トピックス《足元の近畿圏の貿易動向》


	近畿圏の輸出額の足元の動きでは、前年同月比でみると減少基調で推移しており、低迷が続いている。しかし、実質輸出でみると、アジアNIES、ASEAN等への輸出が堅調なことから、全体として下げ止まりから持ち直しの動きがみられ、輸出は今後増加していくことが期待される。


景気の回復においては、消費などの内需だけではなく、貿易などの外需も重要である。しかし、近畿における最近の貿易動向について、前年同月比でみると、2016年9月のデータでは、輸出額は2015年10月から12ヶ月連続の減少と、ふるわない状況が続いている（図表１）。輸出額が不振な要因としては、中国をはじめとした海外景気の失速感だけではなく、2016年に入って円高が進んだことも影響している（図表１）。

図表１　近畿圏の貿易額の推移（前年比）
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（出所）大阪税関「貿易統計」、日本銀行「時系列統計」
その一方で、中国経済は最悪期を脱するなど、海外景気の持ち直しの動きがみられるため、輸出額の足元の動きでは低迷から脱したのではないかとの見方もある。輸出額の足元の動きを検証すべく、近畿圏の貿易額について季節調整を行い、2010年平均を100としたグラフを作成した（図表２）。図表２の輸出額の季節調整値をみると、概ね図表１と同じ動きをしているものの、直近期の動きには違いがみられる。輸出額の推移では、中国の春節による影響によって大きく変動している部分はあるものの、2015年の半ばまでは増加基調で推移していた。2015年後半では、輸出額は緩やかに低下していたが、2016年の半ば頃から底打ちして、増加に転じており、持ち直しの兆しがみられるようになっている
。
図表２　近畿圏の貿易額の推移（季節調整値）
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（出所）大阪税関「貿易統計」より試算

　しかし、輸出額は円高ドル安といった為替要因など物価変動によっても金額が変動してしまう面もあるため、足元の貿易額が持ち直してきたのかの検証には、違った指標からもアプローチする必要がある。そのため、物価変動を考慮するべく、近畿圏の貿易額について実質輸出入を推計した（図表３）
。実質輸出の足元の動きでは、2014年から最近まで、変動がありながらも上昇基調で推移しており、足元では、それ以前と比較して増加傾向が強まっていることがわかる。

図表３　近畿圏の実質輸出入の推移（試算）
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（出所）大阪税関「貿易統計」、日本銀行「企業物価指数」より試算。季節調整値。

それでは、実質輸出が上昇基調で推移しているのはどのような要因によるものだろうか。それを分析すべく、先の実質輸出について、地域別の動向を推計したのが図表４である。図表４は、月次でデータ入手が可能な6地域（アメリカ、EU、アジア、中国、アジアNIES、ASEAN）の推移について試算を行ったものである
。図表４をみると、2015年はアメリカ、EU、アジアともに横ばい圏で推移していたが、2016年ではアメリカは若干水準を低下させているのに対し、EUやアジアは上昇している。アジアの内訳をみると、中国は、2015年前半は低迷していたが、2015年後半以降では変動しながらも上昇基調で推移している。アジアNIES、ASEANともに2015年は横ばいで推移していたが、2016年は上昇基調で推移しており、足元の動きではアジアNIESとASEANの動きが全体を牽引している
。

また、上昇に寄与している品目では、アジアをみると、半導体等電子部品などの「電気機器」や科学光学機器などの「はん用・生産用・業務用機器」などとなっている。

　以上のことをまとめると、近畿圏における足元の貿易動向では、前年同月比でみると減少傾向が続いているために、全体としては低迷しているようにみえるが、季節調整値や実質輸出入を考慮すると、2015年は確かに低迷していたが、2016年になってから、特に最近数ヶ月の動きをみると、上昇基調で推移しており、輸出においては持ち直しの動きがみられることがわかる。
そして、今後この動きが、前年同月比でも観察されることが期待される
。ただし、海外経済はまだまだ不透明感が残るために、この持ち直しの動きが本格的な回復へとつながるかどうか、今後の動向が注目される。　
　　　　　　　　（佐野　浩）
図表４　近畿圏の地域別の実質輸出の推移
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（出所）大阪税関「貿易統計」、日本銀行「企業物価指数」より試算
。季節調整値。
� 全国の輸出額の季節調整値では、2015年前半までは増加基調で推移しているのは同じだが、それ以降、足元まで低下基調で推移しており、近畿と全国では動きが異なっている。


� 近畿圏の実質輸出入は、日銀大阪支店が作成公表しているが、図表３では地域別での分析を行う都合上、筆者が試算したものを掲載した。試算方法は、日銀大阪支店が行っている方法に準じて行っているが、データの入手の都合上、2000年以降のデータを用いて試算しているなど、作成方法が若干異なっている。そのため、日銀大阪支店が公表しているものとは数値は異なることに注意が必要である。ただし、日銀大阪支店が公表しているデータと、今回試算したものとは、概ねトレンドは一致している。


� 地域別の実質輸出入では、データ入手の都合上、2010年以降の試算となっている。


� 全国の実質輸出の動きでも、近畿圏の動きと概ね一致し、2015年前半に一旦低下したものの、それ以降上昇基調で推移しており、足元の上昇要因でもアジアNIES、ASEAN4の動きが寄与している。


� 前年同月比は手軽に計算ができる半面、前年の状況に左右されることや、前年同月比で上昇・低下が反転するのは時間がかかるというデメリットがある。


� 紙面の関係上、ここでは地域別の実質輸出のみを掲載。2015年の近畿圏における名目輸出額の地域別シェアは以下の通り：アメリカ（13.7）、EU（9.9）、アジア（67.0）、中国（23.4）、アジアNIES（28.1）、ASEAN（16.4）。全国との違いでは、近畿圏はアメリカのシェアが低く、中国などアジアのシェアが大きいのが特徴である。
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